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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第82期

第２四半期累計期間
第83期

第２四半期累計期間
第82期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 2,471,152 2,432,041 5,244,791

経常利益又は経常損失(△) (千円) △5,151 1,498 52,500

四半期(当期)純利益 (千円) 238,616 154,675 268,664

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 658,240 658,240 658,240

発行済株式総数 (株) 13,164,800 13,164,800 13,164,800

純資産額 (千円) 2,991,020 3,260,434 3,216,639

総資産額 (千円) 10,223,738 9,938,562 10,487,637

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 18.16 11.77 20.44

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 3.00

自己資本比率 (％) 29.3 32.8 30.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 622,627 79,381 686,642

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △261,146 △311,250 △526,666

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △176,948 △188,307 △168,712

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,805,242 1,191,797 1,611,973
 

 

回次
第82期

第２四半期会計期間
第83期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 19.78 2.28
 

(注) １　当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。　　　　　

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　当社には関連会社がないため、「持分法を適用した場合の投資利益の金額」は記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容について重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益の好転を背景とした雇用・所得環境の改善により個人消

費は底堅く推移し住宅投資等も持ち直しておりますが、輸出・生産に中国経済や新興国経済の減速の影響が見られ

景気回復のもたつきが懸念されています。

当社の売上高に大きな影響を与える乗用車の国内生産台数は、前年同月比７月が6.5％減、同８月が4.6％減、同

９月が1.7％減と減産が続いております。

このような経済環境の中で当第２四半期累計期間の売上高は2,432百万円(前年同期比1.6％減)となりました。自

動車用部品部門の受注減が主な要因です。

損益面につきましては、原価低減活動の推進及び製造経費の圧縮・人員体制の見直し等によるコスト削減に努め

ましたが、売上高が計画を下回ったことに加え、自動車用部品部門のモデルチェンジに伴う立上げロスが発生した

ことから営業損失は２百万円(前年同期は営業損失11百万円)となりました。

営業外収益は受取配当金19百万円、受取賃貸料22百万円等により47百万円、営業外費用は支払利息34百万円等に

より43百万円を計上し、経常利益は１百万円(前年同期は経常損失５百万円)となりました。また、特別利益は投資

有価証券売却益200百万円を計上し、特別損失は金型等の固定資産除却損29百万円を計上しました。その結果、四

半期純利益は154百万円(前年同期比35.2％減)となりました。

セグメント別の業績については、次のとおりであります。

①自動車用部品

当セグメントの売上高は、2,101百万円(前年同期比7.0％減)となりました。セグメント利益(経常利益)は４百万

円(前年同期はセグメント利益０百万円)となりました。

②自社製品

当セグメントの売上高は、291百万円(前年同期比58.9％増)となりました。照明機器製品は124百万円増加し、電

子機器製品は16百万円減少しました。セグメント損失(経常損失)は22百万円(前年同期はセグメント損失19百万円)

となりました。

③賃貸不動産

当セグメント利益(経常利益)は14百万円(前年同期比5.7％減)となりました。なお、収益及び費用は営業外に計

上しております。

④その他

駐輪設備の売上高は39百万円(前年同期比36.8％増)となりました。公共施設等大型案件の受注増が主な要因で

す。セグメント利益(経常利益)は４百万円(前年同期はセグメント損失１百万円)となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前第２四半期累計期間末と比

べ613百万円減少し、1,191百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は、79百万円（前年同四半期は622百万円）となりました。収入の主な内訳として

は税引前四半期純利益172百万円、減価償却費202百万円、売上債権の減少194百万円であり、支出の主な内訳は賞

与引当金の減少15百万円、投資有価証券売却益200百万円、仕入債務の減少151百万円、未払消費税等の減少90百万

円であります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は311百万円（前年同四半期は261百万円）となりました。収入の主な内訳として

は投資有価証券の売却226百万円であり、支出の主な内訳は有形固定資産の取得519百万円であります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は188百万円（前年同四半期は176百万円）であります。金融機関からの長期借入

による収入が351百万円に対し、主な支出は長期借入金の返済460百万円、リース債務の返済40百万円、配当金の支

払額38百万円等であります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

 

(4) 研究開発活動

当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は５百万円であります。

なお、当第２四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,000,000

計 25,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,164,800 13,164,800
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は1,000株で
あります。

計 13,164,800 13,164,800 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年９月30日 ― 13,164,800 ― 658,240 ― 211,245
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(6) 【大株主の状況】

 

平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

岩崎　元治 埼玉県熊谷市 1,508 11.45

合資会社アイ・テイ・シー 埼玉県熊谷市妻沼東4丁目129-2 875 6.65

リード共栄投資会 埼玉県熊谷市弥藤吾578番地 794 6.03

株式会社埼玉りそな銀行 埼玉県さいたま市浦和区常盤7丁目4番1号 644 4.89

埼玉興業株式会社 埼玉県川口市安行領根岸3152 432 3.28

富士重工業株式会社 東京都渋谷区恵比寿1丁目20-8 272 2.06

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内1丁目4-1 271 2.05

加藤　主士 香川県高松市 240 1.82

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内1丁目6番6号 233 1.77

岩崎　和子 埼玉県熊谷市 218 1.65

計 ― 5,490 41.70
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

27,000
― (注)１

完全議決権株式(その他)(注)２
普通株式

13,071,000
13,071 (注)１

単元未満株式(注)３
普通株式

66,800
― (注)１

発行済株式総数 13,164,800 ― ―

総株主の議決権 ― 13,071 ―
 

(注) １　権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

２　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が 2,000株(議決権の数２個)含ま　　

れております。

３　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式 270株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社リード

埼玉県熊谷市弥藤吾578 27,000 ― 27,000 0.21

計 ― 27,000 ― 27,000 0.21
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成27年７月１日から平成27年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、至誠清新監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、平成27年10月１日付をもって至誠監査法人と清新監査法人が合併し、名称を至誠清新監査法人に変更してお

ります。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,623,973 1,203,797

  受取手形及び売掛金 1,254,782 1,062,711

  電子記録債権 216,494 216,202

  製品 238,364 240,637

  仕掛品 41,236 31,299

  原材料及び貯蔵品 315,362 320,870

  その他 178,270 220,929

  貸倒引当金 △1,370 △1,470

  流動資産合計 3,867,115 3,294,977

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,059,708 1,452,751

   構築物（純額） 42,855 50,706

   機械及び装置（純額） 611,397 570,395

   車両運搬具（純額） 4,277 3,767

   工具、器具及び備品（純額） 153,163 119,159

   土地 1,657,869 1,657,869

   リース資産（純額） 737,331 678,478

   建設仮勘定 365,564 245,123

   有形固定資産合計 4,632,167 4,778,252

  無形固定資産   

   ソフトウエア 1,706 3,222

   リース資産 2,902 2,257

   無形固定資産合計 4,608 5,480

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,870,203 1,749,768

   その他 121,742 115,723

   貸倒引当金 △8,200 △5,640

   投資その他の資産合計 1,983,745 1,859,852

  固定資産合計 6,620,522 6,643,585

 資産合計 10,487,637 9,938,562
 

 

EDINET提出書類

株式会社リード(E01916)

四半期報告書

 9/19



 

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 323,109 278,227

  短期借入金 2,119,240 2,135,484

  未払金 912,192 783,095

  未払法人税等 8,045 19,667

  賞与引当金 25,000 10,000

  圧縮未決算特別勘定 158,866 -

  その他 230,988 148,900

  流動負債合計 3,777,442 3,375,375

 固定負債   

  長期借入金 1,828,695 1,703,618

  退職給付引当金 91,090 86,581

  資産除去債務 54,333 52,119

  その他 1,519,435 1,460,432

  固定負債合計 3,493,555 3,302,752

 負債合計 7,270,997 6,678,127

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 658,240 658,240

  資本剰余金 211,245 211,245

  利益剰余金 374,737 489,999

  自己株式 △5,335 △5,393

  株主資本合計 1,238,887 1,354,091

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 1,026,582 955,173

  土地再評価差額金 951,170 951,170

  評価・換算差額等合計 1,977,752 1,906,343

 純資産合計 3,216,639 3,260,434

負債純資産合計 10,487,637 9,938,562
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 2,471,152 2,432,041

売上原価 2,263,869 2,209,952

売上総利益 207,282 222,088

販売費及び一般管理費 ※  218,388 ※  224,421

営業損失（△） △11,105 △2,332

営業外収益   

 受取利息 247 237

 受取配当金 17,916 19,135

 受取賃貸料 23,326 22,132

 その他 6,335 6,168

 営業外収益合計 47,825 47,674

営業外費用   

 支払利息 35,828 34,831

 その他 6,043 9,012

 営業外費用合計 41,871 43,843

経常利益又は経常損失（△） △5,151 1,498

特別利益   

 投資有価証券売却益 2,499 200,332

 受取保険金 458,220 -

 特別利益合計 460,720 200,332

特別損失   

 固定資産除却損 30,695 29,098

 災害による損失 15,336 -

 圧縮未決算特別勘定繰入 158,866 -

 固定資産圧縮損 3,130 -

 特別損失合計 208,027 29,098

税引前四半期純利益 247,541 172,731

法人税、住民税及び事業税 8,996 17,949

法人税等調整額 △72 106

法人税等合計 8,924 18,055

四半期純利益 238,616 154,675
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 247,541 172,731

 減価償却費 214,427 202,664

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,898 △4,508

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △22,810 △2,460

 賞与引当金の増減額（△は減少） △15,000 △15,000

 受取利息及び受取配当金 △18,164 △19,373

 支払利息 35,828 34,831

 受取保険金 △458,220 -

 投資有価証券売却損益（△は益） △2,499 △200,332

 有形固定資産除売却損益（△は益） 30,695 29,098

 圧縮未決算特別勘定繰入 158,866 -

 固定資産圧縮損 3,130 -

 売上債権の増減額（△は増加） 358,732 194,928

 たな卸資産の増減額（△は増加） △12,228 2,188

 災害損失 15,336 -

 仕入債務の増減額（△は減少） △357,957 △151,851

 未払消費税等の増減額（△は減少） 76,863 △90,872

 その他 △72,232 △49,247

 小計 185,206 102,798

 利息及び配当金の受取額 18,163 19,368

 利息の支払額 △35,790 △34,727

 保険金の受取額 458,220 -

 法人税等の支払額 △2,942 △8,057

 法人税等の還付額 1,370 -

 災害損失の支払額 △1,600 -

 営業活動によるキャッシュ・フロー 622,627 79,381

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △3,000 △3,000

 投資有価証券の取得による支出 △10,005 △10,969

 投資有価証券の売却による収入 2,500 226,567

 有形固定資産の取得による支出 △221,541 △519,141

 無形固定資産の取得による支出 - △2,342

 資産除去債務の履行による支出 △29,000 △2,213

 貸付けによる支出 △4,290 △2,490

 貸付金の回収による収入 4,190 2,338

 投資活動によるキャッシュ・フロー △261,146 △311,250

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の増減額（△は減少） △12,497 -

 長期借入れによる収入 311,425 351,320

 長期借入金の返済による支出 △436,259 △460,153

 リース債務の返済による支出 △39,601 △40,453

 自己株式の取得による支出 △16 △58

 配当金の支払額 - △38,962

 財務活動によるキャッシュ・フロー △176,948 △188,307
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           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 184,532 △420,176

現金及び現金同等物の期首残高 1,620,709 1,611,973

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,805,242 ※  1,191,797
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(四半期損益計算書関係)

 

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

給料手当賞与金 56,068千円 54,092千円

荷造運送費 85,152千円 82,313千円

貸倒引当金繰入額 △22,810千円 △2,460千円

退職給付費用 1,914千円 670千円
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであ

ります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金 1,821,742千円 1,203,797千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △16,500千円 △12,000千円

現金及び現金同等物 1,805,242千円 1,191,797千円
 

 

(株主資本等関係)

 

前第２四半期累計期間(自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日)

 

１　配当金支払額

該当事項はありません。

 

２ 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

当第２四半期累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日)

 

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 39,413 3.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

その他 合計
自動車用部品 自社製品 賃貸不動産 計

売上高       

  外部顧客への売上高 2,259,247 183,198 ― 2,442,446 28,705 2,471,152

  セグメント利益又は損失
(△)

590 △19,955 15,659 △3,704 △1,446 △5,151
 

(注) １．「賃貸不動産」については、収益及び費用とも営業外で処理しております。

２．「その他」の区分はセグメントに含まれない事業であり、駐輪設備の製造であります。

３．「セグメント利益又は損失(△)」は、経常損失を表示しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △3,704

「その他」の区分の損失 △1,446

セグメント間取引消去 ―

全社費用 ―

棚卸資産の調整額 ―

四半期損益計算書の経常損失(△) △5,151
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Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

その他 合計
自動車用部品 自社製品 賃貸不動産 計

売上高       

  外部顧客への売上高 2,101,626 291,142 ― 2,392,768 39,273 2,432,041

  セグメント利益又は損失
(△)

4,150 △22,336 14,759 △3,425 4,923 1,498
 

(注) １．「賃貸不動産」については、収益及び費用とも営業外で処理しております。

２．「その他」の区分はセグメントに含まれない事業であり、駐輪設備の製造であります。

３．「セグメント利益又は損失(△)」の合計額は、経常利益を表示しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異

調整に関する事項)

 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 △3,425

「その他」の区分の利益 4,923

セグメント間取引消去 ―

全社費用 ―

棚卸資産の調整額 ―

四半期損益計算書の経常利益 1,498
 

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 18円16銭  11円77銭

 (算定上の基礎)   

　四半期純利益金額(千円) 238,616 154,675

　普通株主に帰属しない金額 ― ―

　普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 238,616 154,675

　普通株式の期中平均株式数(株) 13,138,068 13,137,710

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額　 ― ―
 

(注) 四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

 

(重要な後発事象)

 

　　　該当事項はありません。
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２ 【その他】

 

　　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年11月13日

株式会社リード

取締役会  御中

至 誠 清 新 監 査 法 人
 

 

代 表 社 員

業務執行社員
 公認会計士   吉　　村　　智　　明   印

 

 

代 表 社 員

業務執行社員
 公認会計士   吉　　原　　　　　浩   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社リード

の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第83期事業年度の第２四半期会計期間(平成27年７月１日から平成27年

９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リードの平成27年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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